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新規がん患者を含むがん患者・家族への広報周知活動として、冊子配布を行う診療科の拡
大、わかりやすい案内板の設置等を行うことができた。また、看護師向け研修を行い、がん
相談支援センターの役割やピアサポートの必要性について周知することができた。その結
果、相談件数が約100件増加し、中でも看護師からの紹介件数が40件増加した。
ピア・サロンの開催については、定期開催の実施に加え、対象者からのニーズのあった造
血幹細胞移植患者に特化したサロンを開催することができた。

備考

令和５年度　大分県がん診療連携協議会　ＰＤＣＡサイクルの情報共有・相互評価シート

病院名

大分大学医学部附属病院

１２．相談支援センター

１．診断初期のがん患者へ「がんと診断されたあなたに知ってほしいこと（冊子）」を
配布する診療科を拡大する。
２．がん患者・家族、および院内医療従事者への広報周知活動を継続する。既存
の広報資材を見直し、検討する。
３．コロナ禍で不定期開催となっていたピア・サロンを定期開催に戻す。

1．外来での配布は5診療科で追加開始、脳神経外科と小児科は病棟での配布を開始した。
12診療科での配布となり、診療科医師・看護師に協力依頼し実施している。
２．院内の相談窓口の場所をわかりやすくするため、案内板を設置した。また、病院HPの内
容の見直しを行った。院内医療従事者に対しては、看護師向けの体験型研修を開始し、セ
ンターの役割についてのレクチャーやピア・サロンの見学を企画・実施した。
３．7月より、毎月1回の定期開催に戻すことができた。毎回新規参加者を含む10名前後が
参加している。さらに、LTFU外来と協働し、造血幹細胞移植患者・家族向けのピア・サロン
を2回実施した。

広報周知活動やピアサポートの継続は経年的に継続の必要があるが、体制を整えることは
できたため、終了とする。


